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本
郷
区
　
小
石
川
区

の
縁
日

林
　
　
　
順
　
信

口
戦
前
は
方
々
で
市
が
立

っ
た
。

今
年
も
根
津
神
社
の

「
文
京

つ
ヽ
じ
祭
」
が
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
訪
れ
る
観
客
は
年
を
追

っ
て
増
加
の

一
途

を
辿
り
、
地
元
の
我
々
と
し
て
は
歩
道
を
行
く
の
に
余

計
に
時
間
が
か
か
る
が
　
氏
神
さ
ま
の
人
気
だ
か
ら
吉

に
は
な
ら
な
い
。
四
月
十
二
日
～
五
月
五
日
と
長
期
間

に
わ
た
っ
て
、
参
道
に
露
店
が
立
ち
並
ぶ
が
、
音
は
こ

ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
つ
ヽ
じ
祭
」
は
昭
和
四
十

五
年
か
ら
の
行
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

戦
前
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
み
る
と
、
根
津
神
社
に

夜
店
が
出
た
の
は
、
毎
月
の
六
日
と
二
十

一
日
の
二
日

あ

っ
た
と
思
う
。
戦
後
も
暫
ら
く
は
、
春
と
夏
だ
け
は
、

六
日
と
二
十

一
日
の
二
度
の
露
店
市
が
立

っ
た
と
思
う

の
だ
が
‥
…
…
。

確
か
に
戦
前
は
東
京
に
限
ら
ず
、
各
地
で
縁
日
や
祭

礼
の
市
が
立

っ
て
い
た
。
神
社
仏
閣
の
市
を

「
高
市
」

と
書
い
て

「
た
か
ま
ち
」
と
言
い
　
商
う
の
は
露
天
商

で
、
通
訳

「
テ
キ
ヤ
」
と
も

「
三
寸
」
と
も
言

っ
て
い

る
。
よ
く
世
間
で
は
誤
解
し
て
い
る
が
、
露
天
商
は
親

分
を
中
心
に

一
家
を
構
え
て
い
て
、
上
下
関
係
は
き
び

し
い
が
　
立
派
な
生
業
で
あ

っ
て
、
決
し
て
ヤ
ク
ザ
で

は
な
い
。
相
当
に
苦
か
ら

「神
農
の
神
」
を
信
奉
し
て

来
て
い
る
。
大
■
は
薬
車
や
香
料
な
ど
を
売

っ
た
の
で

「香
具
師
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
商
売
Ｈ
語
は

「符
丁
」
と
し
て
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

戦
前
か
ら
比
べ
る
と
露
店
で
売

っ
て
い
る
品
物
も
大

は
ん
異

っ
て
来
て
い
る
。
細
か
い
品
物
の
話
は
何
れ
の

機
会
に
ゆ
ず
り
　
戦
前
昭
和
＋
年
頃
の
本
郷
区
と
小
石

川
区
で
、
ど
れ
は
ど
の
縁
日
が
あ
り
露
天
が
出
て
い
た

の
か
を
整
理
し
て
み
た
。
戦
前
は
さ
し
て
娯
楽
も
な
か

っ
た
頃
な
の
で
、
方
々
に
露
天
が
出
さ
れ
て
い
た
。
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、
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西
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ｔ
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内
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～
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仲
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内
～
水
川
下
町

九
、
十
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（根
津
“
社
名
誉
宮
司
）

し
か
も
父
は
本
殿
が
焼
け
て
三
日
後
に
死
ん
だ
と
の

，ｃ
と

。
し
か
し
、
火
は
こ
の
御
社
殿
だ
け
を
班
い
て
も
、
街

は
残

っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
の
氏
子
の
皆
さ
ま
も
い
ま

す
。
何
と
し
て
も
復
興
す
る
の
だ
、
私
は
復
員
早
々
に

決
心
を
し
ま
し
た
。

焼
失
し
た
国
宝

の
復
元

復
員
し
た
私
は
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
御
社
殿
復
興
の

事
業
に
と
り
か
か
る
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
神
社
に
資

金
な
ど
は
全
く
な
く
、
私
自
身
の
生
活
を
確
保
し
な
が

りヽ
こ
の
難
事
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

ま

つ
、
文
京
学
用
と
富
士
見
学
国
と
い
う
二
つ
の
学
校

に
勤
め
な
か
ら
復
興
の
事
業
に
あ
た
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。ま

づ
、
御
社
殿
は
昭
和
六
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
焼
け
て
し
ま
っ
た
御
社
殿
を
国
宝
の
修

復
事
業
と
し
て
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
負
担
が

最
小
に
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
色
々
と
当
時
の
文
部
省
の
方
々
に
氏
子
の
方
と
も

と
も
何
と
が
実
■
し
て
く
れ
な
い
か
と
交
渉
に
行
き
ま

し
た
。

「
そ
ん
な
無
茶
な
、
焼
け
て
し
ま
っ
た
国
宝
の

修
築
と
い
う
名
の
再
建
な
ん
て
」
と
の
御
意
見
に
対
し

て
は
、
僅
か
ば
か
り
残

っ
た
拝
殿
の
前
部
大
床
を
も
と

に
復
旧
を
説
き
ま
し
た
。
特
に
文
部
省
の
大
岡
博
士
が

大
変
に
努
力
し
て
下
さ
り
　
仰
神
慮
を
い
た
だ
い
て
こ

の
話
が
ま
と
ま
り
、
私
の
復
員
五
カ
月
後
の
昭
和
二
十

一
年
十
月
に
は
文
部
省
よ
り
技
師
の
差
遣
を
得
て
、
焼

損
し
た
社
殿
を
慎
重
に
両
量
し
な
か
ら
順
次
解
体
す
る

作
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
足
が
か
り
と
な
っ
て
復
旧
の
事
業
が
は
じ
ま

る
の
で
す
が
、
当
時
の
世
情
を
振
り
返

っ
て
、
こ
ん
な

事
業
が
で
き
た
の
は
、
文
部
省
の
大
岡
博
士
、
氏
子
の

土
地
の
人
々
の
変
ら
ぬ
神
社
に
捧
げ
る
崇
敬
心
と
団
結

力
が
、
無
用
の
混
乱
と
言
い
ま
す
か
、
邪
魔
を
未
然
に

防
い
だ
の
だ
と
、
し
み
じ
み
と
思
う
次
第
で
す
。

御
社
殴
復
興
が
決
ま
り
ま
し
た
。
私
は
昭
和
二
十
五

年
二
月
、
根
津
神
社
復
旧
奉
賛
会
を
組
織
、
井
形
文
京

区
長
に
会
長
に
就
任
願

●
て
募
金
活
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。
氏
子
と
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ま
が
協

力
し
て
精
い
っ
ば
い
に
募
財
活
動
を
お
こ
な
い
、
本
資

を
賜
は
り
ま
し
た
。
募
財
は
必
ず
し
も
安
易
で
は
な
く
、

色
々
と
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
し
て
戦
前
と
神
社

の
制
度
は
大
き
く
変
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
制

度
の
問
題
で
、
氏
子
の
皆
さ
ま
と
神
社
と
の
つ
な
が
り

は
全
く
変
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
東
京
の
民
社
の
官
司
と

し
て
、
私
は
胸
を
張

っ
て
断
言
で
き
る
事
実
で
す
。

社
殿
の
修
復
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
Ｆ
殿
修
理
工

事
を
は
じ
め
　
二
十
九
年
終
了
、
直
ち
に
本
殿
、
幣
殿

工
事
に
と
り
か
か
り
、　
二
十
四
年
の
二
月
ま
で
、
九
年

間
を
要
し
ま
し
た
か
　
順
調
に
す
べ
て
か
完
了
し
ま
し

た
。
加

へ
て
、
昭
和
三
十

一
年
六
月
、
か
ね
て
運
動
中

の
楼
円
や
日
円
、
西
円
、
透
塀
や
唐
金
灯
籠

一
対
ま
で

が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。
な
は
こ
の
問
、

昭
和
二
十
八
年
八
月
、
末
社
稲
荷
神
社
社
殴
を
新
た
に
、

造
営
い
た
し
ま
し
た
。

引
き

つ
づ
き
楼
門
、
唐
門
、

西
門
、
透
塀
等

の
修
理

か
く
て
神
社
で
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
よ
り
、
こ
こ

に
新
た
に
重
文
の
指
定
を
う
け
た
楼
円
、
西
円
、
透
塀

な
ど
の
修
造
工
事
を
着
々
と
進
め
、
三
十
七
年
に
は

，

文
建
造
物
の
す
べ
て
を
改
修
、
引
き

つ
づ
き
ヽ
内
整
備

に
入
る
の
で
す
が
、
こ
の
長
い
行
程
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
工
事
が
順
調
に
進
ん
だ
の
は
私
の
努
力
と
い
う
の

で
は
な
く
、
御
神
意
の
賜
で
あ
り
、
神
社
を
崇
敬
す
る

氏
子
、
総
代
の
力
で
あ

っ
た
こ
と
を
持
記
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

か
く
御
社
殴
を
は
じ
め
諸
建
造
物
の
修
理
を
終

へ
て
、

境
内
整
備
の
事
業
に
か
か
り
ま
し
た
。

何
し
ろ
長
い
間
、
手
が
廻
ら
ぬ
た
め
、

，
内
は
荒
れ

放
題
、
ま
づ
境
内
の
三
池
お
よ
び
植
込
の
周
囲
に
氏
十

等
の
皆
さ
ま
よ
り
石
の
玉
垣
四
百
メ
ー
ト
ル
を
御
奉
納

い
た
だ
き
、
楼
円
よ
り
正
面
鳥
居
な
ら
び
に
末
社
鳥
〓

ま
で
七
十
メ
ー
ト
ル
に
花
南
岩
敷
石
、
ま
た
＝
々
当
時

都
電
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
敷
石
の
払
下
げ
を
う



け
、
境
内
の
敷
石
四
百
六
ト
メ
ー
ト
ル
を
は
じ
め
て
各

所
に
石
塀
、
ま
た
つ
つ
じ
苑
と
の
■
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柵
二
百
メ
ー
ト
ル
、
防
火
貯
水
壇
四
カ
所
、
大
鳥
居
六

基
、
「
内
各
所
に
植
樹
等
そ
の
他
色
々
の
事
業
を
い
た

し
ま
し
た
．

（
以
下
次
号

へ
つ
づ
く
〉

町
会
活
動
の
概
要

平
成
４
年
１
月
か
ら
平
成
４
年
５
月
中
旬
ま
で

策
と
し
て
東
京
ケ
ー
ブ
ル
の
有
線
を
付
設
す
る
事
に
な

っ
た
が
、
対
象
戸
数
が
極
め
て
多
い
こ
と
か
ら
町
会
単

，
を
折
衝
の
対
象
と
し
た
い
と
い
う
区
役
所
拠
の
考
え

を
検
討
し
た
。

二
月

一
二
ロ
　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
電

波
障
害
の
除
去
対
策
に
つ
い
て
　
地
域
担
当
役
員
に
説

明
を
行
う
。

二
月

一
五
日
　
平
成
三
年
度
、
文
京
区
区
政
功
労
者

に
役
員
の
中
か
ら
次
の
二
名
の
方
か
選
ば
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
．

地
域
白
治
振
興
功
労
者
　
南
部
役
員
　
池
日
　
暉
氏

民
生
委
員
功
労
者
　
　
　
北
部
役
員
　
木
内
裕
子
氏

二
月
二

一
日
　
地
下
鉄
、
本
駒
込
駅
工
事
対
策
施
議

会
開
催
さ
れ
る
。

二
月
六
日
　
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
、
総
会
開
催

さ
れ
る
。

四
月

一
一
ロ
　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
電

波
障
害
の
対
策
に
つ
い
て
、
担
当
役
員
と
区
役
所
担
当

職
員
、
東
京
ケ
ー
プ
ル
職
員
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行

い
、
今
後
の
処
置
に
遺
耐
の
無
い
様
中
し
入
れ
る
。

☆
地
域
担
当
役
員
の

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

南
部
　
退
任
　
半
沢
義
吉
氏

就
任
　
志
村
三
津
雄
氏
　
２
月
付

退
任
　
刀
褥
忠
雄
氏

就
任
　
鈴
木
俊
定
氏
　
　
６
月
付

「Ｌ

園

□

二
月

一
八
日
　
本
瑯
防
火
協
会
、
理
事
会
鵬
■
さ
れ

る́
。二

月

一
日
　
　
町
会
■
性
に
よ
る
防
火
訓
練
開
催

開
催
場
所
　
向
Ｌ
高
校
Ｉ
門
内
広
場
、
時
間
、
午
前
“

時
か
ら
正
午
ま
で
、

今
回
の
”
火
訓
練
は
町
会
の
自
■
企
画
に
よ
り
、
消
防

署
ヽ

区
役
所
所
災
課
に
指
■
方
を
お
願
い
し
て
実
た
す

る
事
か
出
来
ま
し
た
。

こ
の
訓
棟
に
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
得
ま
し

て
大
変
有
意
表
な
経
験
を
取
〓
し
て
戴
け
た
事
と
思
い

ま
す
。

今
回
は
　
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
消
火
器
を
持
参
し
て
蔓

い
、
ご
自
分
で
消
火
を
経
験
し
て
戴
き
ま
し
た
　
今
後

も
機
会
を
み
て
こ
の
様
な
訓
練
を
企
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
　
本
来
的
に
は
区
役
所
並
び
に
消
防
署

が
主
催
す
る
防
火
防
災
訓
練
に
１
人
で
も
多
く
の
会
員

の
■
さ
ん
が
進
ん
で
ご
参
加
下
さ
る
学
が
町
会
と
し
て

は

一
番
Ｊ
一ま
し
い
の
で
す
。

回
覧
に
よ

΅
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
　
是
丼
そ
の

節
に
は
ご
参
加
下
さ
い
。

四
月

一
九
――
　
本
郷
防
火
協
会
　
理
事
会
開
催
さ
れ

る̈

．四
月

，
Ｃ
曰
　
駒
込
防
犯
協
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る
。

二
月

一
Ｆ
□
　
真
浄
寺
門
前
、
公
道
上
に
区
役
所
が

計
画
し
て
い
た

，
地
帯
の
設
置
は
、
交
通
の
面
か
ら
見

て
も
支
障
を
来
た
す
要
因
に
成
る
と
の
結
論
か
ら
再
三

に
亘
り
区
役
所
側
に

，
事
の
中
止
を
中
し
入
れ
を
行

っ

て
来
た
が
本
日
区
役
所
ｉ
本
部
よ
り
正
式
に
中
止
の
回

答
を
受
け
た
。

二
月
四
日
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
、
臨
時
会
議

議
題
、

「
区
役
所
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
電

波
障
害
に
つ
い
て
」

建
設
に
伴
う
障
害
地
域
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
区

役
所
側
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
調
査
を
依
頼
し
た
資
料
に
基
づ
い

た
も
の
で
、
こ
の
範
囲
に
当
町
会
の

一
部
が
含
ま
れ
る

（中
部
の

一
部
分
と
北
部
の

一
部
を
除
く
は
ば
全
域
）

こ
の
調
査
に
基
づ
く
地
域
は
、
テ
レ
ビ
の
映
像
の
不
鮮

明
を
も
た
ら
す
影
響
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
解
消



防
犯
に
つ
い
て
は
、
皆
様
常
口
“
か
ら
十
分
に
用
心
さ

れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
当
町
内
で
は
空
き
巣
の

被
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

留
守
に
な
さ
る
場
合
に
は
施
錠
を
特
に
念
入
り
に
行

っ

て
下
さ
い
、
ま
た
、
在
宅
で
も
２
階
に
居
る
様
な
場
合

に
は
施
錠
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
、
最
近
で
も

町
内
で
在
宅
中
に
空
き
巣
の
技
害
に
遭

っ
た
例
が
数
件

あ
り
ま
す
、
油
断
は
禁
物
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を
怠
ら

ぬ
様
に
し
て
下
さ
い
。

届
き
ま
し
た
の
で
各
地
域
の
担
当
役
員
を
通
じ
て
配
布

し
ま
し
た
。

☆
前
号

（
３‐
号
）
の
文
中
に
誤
字
が
ご
ざ
い
ま
し
た
、

本
号
に
て
訂
正
さ
せ
て
戴
き
ま
す
の
で
ご
容
赦
下
さ
い
。

訂
正
箇
所
、
蓬
来
界
隈

（
そ
の
二
十
七
）

一
貞
、
二
段

日
、

１４

・
‐５
行
日
、
誤
、
四
方
節
　
正
、
四
方
拝
、
誤
、

地
求
節
、
正
、
地
久
節
、

一
月

一
五
日
　
成
人
式
を
お
迎
え
の
方
に
祝
品
贈
呈

会
員
の
ご
家
族
で
本
年
成
人
式
を
お
迎
え
に
戊
ら
れ
た

方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
り
て
ご
ざ
い
ま
す
。

慶
事
を
祝
し
町
会
よ
り
さ
さ
や
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

祝
品
を
お
贈
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

川
瀬
貴
之
様
　
　
白
井
哲
也
様
　
細
川
貴
信
様

江
波
戸
正
樹
様
　
平
野
喜
嗣
様
　
小
池
泰
輔
様

青
樹
伸
和
様
　
　
坂
口
良
忠
様
　
国
井
秀
文
様

二
十
嵐
敏
恭
様
　
伊
藤
直
子
様
　
藤
関
淳
子
様

室
川
智
子
様
　
　
山
口
　
有
様
　
恩
田
京
子
様

芝
田
庸
子
様
　
　
一●
田
知
子
様

☆
　
小
学
校

へ
の
ご
入
学
お
め
て
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
、
小
学
校

へ
ご
入
学
さ
れ
た
お
子
様
の
お
名
前
は

左
記
の
通
り
で
す
、
町
会
よ
り
心
ば
か
り
の
祝
品
を
お

贈
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

亀
口
清
夏
君
　
　
猪
態
健

一
君
　
佐
藤
祐
基
君

前
婦
人
部
長
、
金
子
貞
子
様
に
は
本
年

一
月
六
日
薬
石

の
効
も
空
し
く
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
月
二
五
日
　
金
子
前
婦
人
部
長
の
後
任
と
し
て

婦
人
部
の
推
挙
を
受
け
て
富
水
光
子
様
が
婦
人
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
五
口
　

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
の
啓
蒙
パ
レ

ー
ド
に
部
員
参
加
す
る
。

二
月

一
曰
　
つ
つ
じ
祭
り
期
間
中
に
催
し
た

「
廿
酒

茶
屋
」
を
婦
人
部
全
員
が

一
口
奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。

二
月

一
六
日
　

「
餅
つ
き
大
会
」
す

っ
か
り
皆
さ
ん

に
な
じ
ま
れ
て
き
た
事
は
青
年
部
と
し
て
大
変
嬉
し
く

二
月
二
六
日
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
、
理
事
会
開
催

さ
れ
る
。

四
月
六
日
か
ら
四
月

一
五
日
ま
で

「
春
の
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
運
動
の
旬
間
中
に
は
、
町
会
交
通
部
員
、
婦
人
部
、

更
に
友
の
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
連
口
街
頭
に
お
い
て

交
通

マ
ナ
ー
の
普
及
と
指
導
に
努
め
て
戴
き
ま
し
た
。

交
通
の
安
全
は

一
人

一
人
の
注
意
が

一
番
肝
心
、
交
通

事
故
の
技
害
に
遠

つ
た
人
の
確
率
は
五
人
に

一
人
と
か

言
わ
れ
て
い
ま
す
、
事
故
に
遭
わ
な
い
事
故
を
起
こ
さ

な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
自
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
二

一
日
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
、
総
会
開
催
さ

れ
る
。

日
Ｈ

Π

囲

五
月
中
　
文
京
区
役
所
か
ら
殺
虫
剤

「
ス
ミ
チ
オ
ン
」
か

当
町
会
に
お
住
ま
い
の
方
で
本
年

一
月
か
ら
二
月
中
旬

ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
氏
名
は
左
記
の

通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

金
子
貞
子
様
　
栗
島
菊
二
様
　
川
口
　
勉
様

編
集
委
員
　
　
一副
号
と
同
じ

感
じ
て
お
り
ま
す
。

一計

日

幽


